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生態系から経済・政治・宗教まで－ 
赤い夕日と凍てつく大地、森を切り裂く鉄道と疾駆する馬車、 
特産の大豆と独自の紙幣、新たな形の商人と漢人の移民、巨大な廟会と恐るべきペストなど、 
相互のダイナミックな連関を解き明かし、中国本土とは異なる近代「満洲」の社会システムと 
その爆発的な形成過程を初めてトータルに捉えた画期的著作。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林の消尽と近代空間の形成 

｢満洲｣の成立 
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ご注文は…… 
E-mail⇒info@unp.nagoya-u.ac.jp  まで 

＊小会ホームページ上からもご注文いただけます。ホームページへは、http://www.unp.or.jpを直接ご入力いただくか、もしくは「名

古屋大学出版会」と検索してください。電話、FAX、郵送でのご注文も受け付けております。 
＊全国の書店、大学生協、ネット書店でもご注文いただけます。 

＊直接ご注文の場合には、国内送料は無料です。（ご注文の際には、チラシを見た旨をご明記ください。） 
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